

  
    
  




    
        この本はBCCKSで発行された

        『盲目４（し）』

        著　　者：笠間秋伸

        発　　行：笠間秋伸出版

        のEPUB版です。


        EPUB版は、BCCKSの紙面とレイアウトや表示が異なります。

        BCCKS版の閲覧は、以下のURLをご覧ください。

        http://bccks.jp/bcck/153173/info
        
        


    

    
        
    

    
        Powered by BCCKS
    


    



    ───────────────────────




盲目４（し）
笠間秋伸
笠間秋伸出版


───────────────────────



　生まれつき僕は目が見えない。
　だからと言って何も見えていない、というわけではないのは以前も話したかな？
　とにかく、僕にも見えているものはある。みんなとは違うみたいだけどね。
　ひとつは想像というか、妄想というか、そういった自分から浮かび上がらせる映像だね。これはみんなと同じなんじゃないかな？
　夢も、もちろん見るし、こうなったらいいなぁ、とかの願望を見ることもある。思いを馳せるっていうやつだね。
　違ったっけ？そうだよね？
　そういった空想を楽しむことも僕にもあって、こうなればいいなぁ、とか、こんなことをしてみたいなぁ、とか、そういったことに時間を費やすことも少なくはない。
　というか、そっちのほうが多いかも。ぼくはみんなとは違うものが見えていることがあるけど、それはなんというか、外から流れ込んでくるみたいなものだから、常に見えているわけじゃあないんだ。
　日常生活の中で感じているものは触覚と音かな、やっぱり。その二つを主に感じ取って周りの状況を理解して生活しているってわけなんだ。
　そこに想像を足して、日常を楽しく過ごしているってわけ。
　まあ、実はここで少し問題があるんだけどね。
　問題というのはまさに僕が見えているこの二つなんだ。
　実は自分から浮かび上がらせる映像と、外から流れ込んでくる映像の境目が非常に判りにくいんだ。
　外から来た映像かどうかは意識を向けなければ判断ができない。そしてそのまた意識を向けるというのも難しい。明確なものがなくて感覚によるものだから、まあ、混乱する。考えれば考えるほどどっちか判らなくなるんだ。
　また、自分から浮かび上がらせた映像というのは想像とか妄想とかの願望が含まれているから、外から流れてきた映像であってほしいというのが含まれてしまって、余計に判断を鈍らせる。
　そう都合のいいもんじゃないと判っているんだけどね。もちろん判っているけど、それでも流されてしまうんだ。だって、そうあってほしいというものが見えてしまっているんだもの。
　そうじゃないと知ってしまったときの残念な感覚はやっぱりすごいよね。いちど見てしまった喜びが単なる妄想だと知ってしまったときの悲しさといったら、それはもう。
　だって見ちゃったんだよ？信じるでしょ？嬉しくなるでしょ？
　そしたら違うんだよ？がっかりするでしょ？自分に呆れるでしょ？
　それが一度や二度じゃないからね。何度騙されるんだよ自分にって憤りを感じることもあるね。ホント、ため息しか出なくなる。
　冷静なときはそんなことは起こらないんだけどねぇ。でも冷静ってなに？難しくない？願望とか何も持っていないときなんだよ？どうしろっていうの？
　……なんだか愚痴っぽくなってきたね。やめようか、こういうことを考えるのは。もっと楽しいことを考えよう。
　例えばそうだな。
　傾く夕日はまだ輝いたままで、照らす草木を黄金へと導く。きらりきらりと雫はちらつき、木の葉をツンと鳴らして落ちていく。虹はすでに役目を終えて旅立ち、雲が後を追いかける。さらさらと流れる風は歌をも運び、揺れる全てを奏でていた。
　草原に立つその者は風を迎え撃って歩き出す。その眼差しはいつも前を向き、遠く遠くを探している。
　従える者たちは獣だが、彼らに怯えは見えていない。その者が踏み出せば獣たちも踏み出し、彼のもとへと従属する。
　さあ、どこへ目指そうか？
　進む先は日の光。目を凝らせば痛めてしまう。ならばいっそ、さらにその先を見上げれば踏み外さない。一歩一歩を踏みしめて、そこへそこへと進んでいく。
　獣たちはさらに増え、その者を信じてなおも先を急ぐ。誰もがその者を追い越すことは叶わず、猛る思いは戒められた。
　降り注ぐ光は涼しげで、間もなく柔らかさを帯び始める。
　重なる境界は目の前まで。いつかのときに、それらは触れ合う。
　それはもうすぐ、きっともうすぐ。
　……とまあ、こんなものかな？
　いや、ホント、早く二人がくっつけばいいのに。
「……菜穂さんのこと」と僕は呟いた。「健斗さん、鈍いからなぁ」
　ため息が深く出てしまった。
「あいつ、なんかあるのか？」
「え？」
　驚いた僕は声のするほうに顔を向けた。この感覚、健斗さんだ。いったい、いつから？
　……あ、そうか。想像していたつもりが、途中から外から流れてきた映像に代わっていたんだ。
　ホントに境界線が判りにくい。
「どうなんだ？だから最近、あいつの様子がおかしいのか？」
　マズイ。どうしよう？
「えっと、いや、ごめんなさい。ちょっと思い出していて……」
「何を？」
「あ～、その……。菜穂さんの言葉で、健斗さん、鈍いから何を言っても大丈夫って教えてもらったっけなぁってね……」
　我ながら苦しいごまかしだ。
「くっそぉ、あいつ俺のことをそんな風に言ってやがったのか。あいつにはいちど、俺の繊細さを見せてやらなければならないな」
　おお？なぜだか切り抜けた。素晴らしいなこの人。健斗さんは計り知れない。
　……いやはや、それにしても危ない。今度からはもっと周りを見れるようにしなければ。
　ひやっとしたぁ。
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